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　好意的性差別に気づかない私たちがいます。

　仕事上で、女性には「細やかな心配り」を、男性には「力仕事」

を求めることを良いこととして、性差別に気づかずに常態化

して、多様な性への関心を置き去りにしています。自ら意識的

に考えて是正することが大切です。

　平等と公平の違いに気づかない私たちがいます。

　170センチの高さの見通せない塀の向こうから、身長

100センチの子どもと 170センチの大人が、平等に、30セ

ンチの台に上り、野球の試合を見ても子どもには見えません。

子どもの台を100センチにすれば、塀の向こうの試合は見え

ます。これが公平です。公平になれば、誰もが自己実現をめざ

しながら自分らしく健康に生きることができると言われてい

ます。

　総務省の「国勢調査」では、芦屋市の共働き世帯数が片働き

世帯数を上回りました。20年以上前から、法律や制度を変え

て政治家や管理的立場等、政策決定を行う立場に女性を増や

して、国の衰退を食い止めてきた欧州諸国のように、働きなが

ら安心して出産や育児ができる環境を作り自己実現ができる

ようにして、少子化に歯止めをかけ、人口減少を止めるように

取り組むことが重要です。

　芦屋市役所では、平成30年4月に女性の管理職（課長級と

部長級）の割合が、兵庫県内の市の中で１位になり、平成29

年 4月の 3位から向上しました。

　男女共同参画は自分のためです。市民の皆さんと共に、更に

「男女共同参画社会の実現」をめざしたいと思います。

「ウィザス」は、
ウィズアス = with us

“共に生きる ― 

男女共生社会”の

理念を表しています。

男女共同参画は、誰のため？　～好意的性差別とは？平等と公平の違いは？～

芦屋市男女共同参画センター ウィザスあしや

〒 659-0064 芦屋市精道町 8番 20号 ( 市役所分庁舎 1・2階 )
TEL.0797-38-2023 / FAX.0797-38-2175
E メール josei-ce@city.ashiya.lg.jp

　　　　　　■開　館 :月曜日～土曜日・午前 9時～午後 5時 30 分 　　  
　　　　　　■休　館 :日曜日・祝日・年末年始 (12 月 28日～ 1月 4日 )

　　　　　　　ホームページ  http://www.city.ashiya.lg.jp/danjo/withus/centerwithus.html
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